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Ⅰ．はじめに 

 

 森政三コレクションの地図・図面・古写真の紹介を継続して行っているうち、本稿

では、園比屋武御嶽石門について戦前の戦災に遭う前の画像、戦後、戦災を受けた後

の画像、琉球政府時代の復元整備時の写真画像について紹介する。 

 

Ⅱ．戦前の園比屋武御嶽石門 

 

 戦前の 1933 年に国宝指定を受けた後の園比屋武御嶽石門の画像が森政三コレクショ

ンに残されている。 

 おそらく国宝となった首里城正殿（当初は特別保護建造物）、守礼門の修理にともな

って森政三が来沖した 1936（昭和 11）～37年頃のものと思われる。写真 1は園比屋武

御嶽石門を西側から撮影した画像。写真 2 は東側から撮影した画像である。石造屋根

や周辺樹木の繁茂の様子が若干相違するため、撮影日は別日の可能性があると思われ

る。1936 年頃で大分石牆に隙間等ができていたことが分かる。園比屋武御嶽石門の石

造屋根は板葺屋根の形状を石造彫刻で表現したもので屋根に段差がある。また屋根石

も一枚ではなく、正面で六部材、背面で六部材から成っている。部材の隙間から植物

が繁茂していれば当時、石造屋根の経年による部材の剥離等は進んでいたものと推察

する。 

 

Ⅲ．戦災を受けた園比屋武御嶽石門 

 

 写真 3～10 は戦災を受けた園比屋武御嶽石門の画像である。写真 3 に「特別重要文

化財 園比屋武御嶽石門」との標識が建てられ、木柵等で管理されており、足場等の

修理の準備を行っていないことから、写真 3～10 は琉球政府の特別重要文化財に指定

された 1955 年（昭和 30）1 月以降で、翌 56 年 2 月の復元工事が始まる前に撮影され

たものと思われる。写真 3 から石造屋根の正面の六部材の内、写真左側（西側）の二

部材、写真右側（東側）の一部材は崩落している。右側（東側）の石牆は残されてい
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るが、左側（西側）の石牆は跡形も無くなっている。細粒砂岩で製作された大棟と中

央の火焔宝珠、両脇の鴟尾（鴟吻）も崩落している。大棟の一部の牡丹唐草の彫刻部

らしきものは写真右側（西側）の石牆の上に載っているようにみえる。 

 写真 4・5 は園比屋武御嶽石門の正面西側と正面東側より撮影した画像である、。こ

の写真からだと屋根石は写真３にある正面の三部材のみで、背面の六部材は全て崩落

していることが分かる。写真 6・7・9 からも背面の屋根石は崩落していることが分か

る。また正面画像から石牆東側（写真 3 の右側）は表面だけ残ってみえるが、背面部

分が崩落していることが確認できる。 

 

Ⅳ．琉球政府時代（1957 年）の園比屋武御嶽石門の復元整備 

 

 写真 12～14 は、琉球政府時代の 1957 年 2 月に竣工した園比屋武御嶽石門の画像で

ある。園比屋武御嶽石門の本来の屋根石は琉球石灰岩、大棟・火焔宝珠・鴟尾等の石

材は細粒砂岩であるが、この時の復元では屋根石等はトラバーチンを使い、大棟・火

焔宝珠・鴟尾等の彫刻物は輝石安山岩を使用している2。。石屋根の旧材は崩落している

が写真 3・4・5 のように残っているものもあり、大棟の旧材も残っていたが使用しな

い判断をしたようである。写真 12～14 の画像が、写真 1・2 や現状の園比屋武御嶽石

門と、やや印象が違ってみえるのは、そのこともあると思われる。写真 11 は後述の

1980 年代の園比屋武御嶽石門の修理報告によると、1952 年の復元整備時に鴟尾製作の

参考とした遺物と説明され、森政三コレクションと同じ写真が掲載されている。 

 

 その後、復元された園比屋武御嶽石門は1978年（昭和53）に石門の亀裂がみられ、

それが地盤沈下によるものと判明して、1981 年（昭和 56）より地盤の基礎工事の強化

がなされた。その工事にともない、1957 年に使用されなかった屋根石等の古石材を使

用することや、大棟に載せられる火焔宝珠や鴟尾はできるだけ戦前のオリジナルの原

型に服することを方針として 1986 年に工事が完成した。写真 3 にみえる屋根石の旧材

は、この時に保存処理による強化措置を行い旧に復している。 

 森政三コレクションは、戦前、戦災を受けた画像、琉球政府時代の 1957 年の復元時

の画像が残されている。1930年代から50年代の間で、沖縄戦を間に挟んでいることも

あるが、同じ史跡で違う状況の画像が残されている。オリジナルの状況や戦災の状況、

琉球政府時代の文化財復元の考え方等が画像によって変遷として追えるコレクション

となっている。 

 
2。『重要文化財 園比屋武御嶽石門保存修理報告書』（那覇市教育委員会 1986 年 3月） 
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写真 1 

戦前の園比屋武御嶽石門 

写真 2 

戦前の園比屋武御嶽石門 
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写真 3 

戦災を受けた園比屋武御嶽石門 

写真 5 

戦災を受けた園比屋武御嶽石門 

正面東側より撮影 

写真 4 

戦災を受けた園比屋武御嶽石門 

正面西側より撮影 
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写真 8 

戦災を受けた園比屋武御嶽石門 

背面西側より撮影 

写真 7 

戦災を受けた園比屋武御嶽石門 

背面より撮影 

写真 6 

戦災を受けた園比屋武御嶽石門 

背面より撮影 

写真 10 

戦災を受けた園比屋武御嶽石門 

背面西側より撮影 

写真 9 

戦災を受けた園比屋武御嶽石門 

背面東側より撮影 

写真 11 

1952年の復元整備時に鴟尾製作の参考と

した遺物 
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写真 12 

1952（昭和 32）年に復元された園比屋武御嶽石門 

トラバーチンと安山岩を中心に整備 

写真 13 

1952（昭和 32）年に復元された園比屋武御嶽石門 

 

写真 14 

1952（昭和 32）年に復元された園比屋武御嶽石門 
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